[bookmark: _Hlk144931831]【教員用】学習指導案 
思考表現「構想メモを使って説得力が高い文章を書けるようになろう」

[bookmark: _Hlk144457827]■ 目標
説得力のある文章をつくるために構想メモ（基本の型）を使えるようになる

■ 所要時間　　約50分

■ 事前準備
ファイル「思考表現_構想メモを使って説得力が高い文章を書けるようになろう」
※「今日の学習のワークシート」から生徒が各自でダウンロードできます（必要に応じて、授業前に先生から生徒に配付しておいてください）

■ 学習過程
	流れ
	分
	学習内容・学習活動
	予想される生徒の反応
	教師の支援

	導
入
	5
	【全体】今日の授業内容について動画を見る
	
	

	展
開
	5
	STEP 1
【全体】「構想メモ」について理解する
	
・構想メモを用いて文章を作成する意義がわからない


	
・導入動画を踏まえ、考えていることをアウトプットするときには、書くことを練って整理してから書かないと、大事な要素が抜けていたり伝わりにくくなったりしてしまうことを理解させる

	
	30
	STEP 2　★(今日の山場)
【個人】「日本の学校を９月入学にするべきか」について、構想メモをもとに文章を作成する(ワーク1)
【ペア】ワーク内容を共有する
【全体】解答例をもとに、構想メモを文章にする方法について理解する


【個人】「大人は子どもに『勉強しなさい』と言うべきか」、「待ち合わせのとき、余裕をもって行くべきか。ピッタリに着けばよいか」、「マラソン大会で順位をつけるべきか」について、構想メモを埋めた文章をそれぞれ作成する(ワーク2・3・4)
【ペア】ワークの内容を共有する
【全体】ワーク2・3・4のいずれかの回答を全体で共有する
	
・どのように構想メモを文章にしたらよいかわからない








・構想メモを文章にするのに時間がかかる







・説得力のある文章を書くためには、しっかりした構想メモを作成することが重要であることを改めて理解する
	
・「しかし」「このように」といった接続詞に注目してみると、文章にしやすいことを伝える
・解答例A①のように構想メモの要素をそのままつなげて文章にするのもよいが、解答例A②のように肉付けをすることで、より説得力のある文章に仕上げることができることを確認する
・時間がなければ、文章を作成させるのではなく、ペアになって口頭で伝え合う形にしてもよい






(＋α)
・「時間があれば、ワーク4の構想メモDを、反対の立場（「マラソン大会で順位をつけるべき」）で作成してみようと伝える

	ま
と
め
	5
	【個人】学習の目標を再確認し、振り返りを入力する。入力された内容が授業画面トップページのカードに反映されていることを確認する
	
	






